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実験を通してその妥当性を検証している．    






























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
以上のように本論文は、従来の空隙閉鎖評価因子の問題点を明らかにするとともに，その問題点
を解決する因子を見出し，多パス鍛造における空隙閉鎖評価技術を確立した価値ある研究であり，
社会的貢献は極めて大きい．よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認められる
．なお，本論文に関する審査会および公聴会において，審査委員および出席者から，空隙閉鎖評価
に空隙の無いモデルの応力・ひずみを用いる理由について，多パス鍛造における圧下方向の定義に
ついて，素材と金敷間の摩擦の影響について等，多くの質問がなされたが，いずれも著者による的
確な回答がなされ，質問者の理解が得られた．  
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した
結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した . 
 
